


　三菱自動車およびラリーアートは、モータースポーツの現場における環境への取り組

みとして「カーボン・オフセット」と呼ばれる活動をこのラリー北海道で実施した。これは、

人間の経済活動や生活などを通して排出されるCO2を、クリーンエネルギー事業や森林

植栽事業などによって、直接的・間接的に吸収するもの。今回は、三菱自動車製のラリ

ーベース車がラリー北海道の全行程で排出するCO2について、アルゼンチン・パタゴニ

ア地方の風力発電事業で創出された排出権を三菱商事を経由して購入することで相殺。

その費用は、三菱自動車／ラリーアートと、この主旨に賛同いただいた全三菱車エントラ

ントが折半して拠出した。 

ラリー前には恒例のエントラントミーティングでひと盛り上がり。三菱
自動車モータースポーツ部部長新井泉から、エボリューションXのグ
ループNホモロゲーション取得についての報告も行われた 

ラリーの直前に行われた洞爺湖サミットで運営協力車として活躍した電
気自動車『i MiEV』をそのまま運び込んでサービスパークに展示。三菱
自動車が取り組んでいる環境対応技術のPRも行い注目を集めた 



整備作業の実技では、リヤデフとフロントサスペンションをアッセンブリー交換する作業や、本番のサービスを想定した20分間のラリーシミュレーション
などを実施。サービスが終わるとKATSUが乗り込んでいきなり全開で走り出すという手順で、メカニックたちは責任の大きさを肌身で感じることに。また、
選考会当日は石川大悟（北海道自）、吉村禎晃、久野太志（ともに関東自）、藤林義孝（京都自）の4名のOBも参加し、後輩の指導にあたった 



ボディのフォルムは『ランサー スポーツバック』そのまま。絞り込まれたリヤ
ゲートの奥には3本のスペアタイヤがしっかり収まっている 

　三菱自動車のダカールラリー8連覇・通算13勝目を狙う

新型マシン、その名も『レーシング ランサー』がついに走り

出した。言うまでもなく、そのパワーユニットは新開発の

3RV型6気筒ディーゼルターボエンジン。従来のパジェロエ

ボリューションの車体に載せて、今年すでに3度の実戦を

経験させているものだ。 

　これを搭載する本命の『レーシング ランサー』の車体も

もちろん新設計。ディーゼルターボとなったことで変化した

重量配分やトルク特性に対して最適化を図ったサスペンシ

ョンジオメトリーとしているほか、補機類の増加がありながら

も低重心かつイナーシャ（慣性）の小さいパッケージングを

実現している。今夏以降、欧州各国で順次発売となる

『ランサー スポーツバック（日本名：ギャランフォルティス ス

ポーツバック）』をモチーフとしたカーボン製ボディパネルは、

空気抵抗が低く抑えられているとともに、ターボによる発熱

にも十分対応す

る冷却性を確保。

総じて、三菱自動

車が長年のラリ

ー活動を通じて

培ってきた技術

力を惜しみなく注

ぎ込んだマシンに

仕上がっている。 

　この『レーシン

グ ランサー』は6

月初頭にシェイクダウンを果たし、その後グラベル路と砂漠

でそれぞれ1週間ずつのテストを立て続けに実施。これまで

のところ大きな問題は一切発生しておらず、開発は順調に

進んでいる。チームでは、この夏から秋にさらに2度のモロッ

コテストを行って熟成を図り、10月30日～11月2日に開催さ

れるバハ・ポルトガルで同車を実戦デビューさせる予定であ

る。そして、その先に待ち受けているのは初の南米開催とな

る2009年ダカールラリー。決戦の時がいよいよ迫ってきた。 



　市販車に最小限の競技専用改造を施したツーリングカーで争われるスーパー耐久シリー
ズ。今年はエンジン排気量と駆動方式により区分された4クラスが設けられ、唯一の4WD
車クラスであるST-2クラスは例年以上にランサーエボリューションユーザーの独壇場とな
っている。7月20～21日には十勝24時間レースが第4戦として行われたが、ST-2クラスに
出場した6台はすべてランサー。このレースを制したのは、和田久／砂子塾長／HINOKI／
大瀧賢治選手組のエボリューションIXだった。エボリューションXで出場の中谷明彦／木
下隆之／桂伸一／菊地靖選手組は序盤トップを走ったものの、トラブルに見舞われて4位。
それでもシリーズポイントではトップの座を守っている。なお、三菱自動車／ラリーアー
トではラリー北海道同様に、全三菱車エントラントの賛同のもとで「カーボン・オフセッ
ト活動」（本紙2ページ参照）をこの十勝24時間レースでも実施し、レース車両が排出す
るCO2を差し引きゼロとした。 



　モータースポーツ競技イベントにオフィシャルとして参加する近道は何と言ってもJAF登録ク

ラブへ入会することです。是非、お近くのCMSC支部までお気軽にお問い合わせ下さい。なお

正式オフィシャルとして活動するにはJAF公認審判員許可証（オフィシャルライセンス）が必要

です。ライセンスを取得する方法は、講習会受講やクラブからの推薦などの方法があります。

詳しくはＪＡＦモータースポーツのホームページ（http://www.jaf.or.jp/msports/）をご覧下さい。 

　CMSC(コルトモータースポーツクラブ)の活動は、所属選手がモータースポーツ競技イベントに三菱

車で参加し活躍するだけにとどまらず、モータースポーツ振興と発展のために各種JAF公認のモーター

スポーツ競技イベントを長年数多く開催しています。モータースポーツには競技に参加する楽しみも

ありますが、オフィシャルとして競技イベントを開催し運営する楽しみもありクラブの活動の柱一つ

となっています。仲間達と企画～準備～当日の運営を通じて、一つのイベントを造り上げる事も非常

に達成感があり醍醐味のある活動です。また、ルールを学び、覚える事によりモータースポーツに関する知

識がより深まります。CMSCでは'08年は、8つの加盟クラブが全日本選手権から地域のシリーズ戦まで、

16大会を主催いたします。貴方も我々CMSCの一員となって一緒にモータースポーツを楽しみませんか。 

　5月11日（日）に第1回目の開催を好評のうちに

終了した「ラリーアートメンバーズクラブミーティン

グ in 箱根ターンパイク」が、10月13日（月・祝）（予

定）に再び開催されることが決定しました。 

「ラリーアートメンバーズクラブミーティング」は

RMCのコミュニケーションの場として、モータース

ポーツやチューニング、車などに興味のある方に

そして同行された友人やご家族でも一緒にゆっく

りと交流し楽しんでいただくために開催しています。 

　今回も会員数限定30名＋ご家族やご友人と

一緒に楽しめるイベントを用意してお待ちしていま

す。詳しくはHP（http://www.ralliart.co.jp/rmc/）

でお知らせします。 



北京五輪はテレビにかじり
ついて見ました。名だたる
トップアスリートが、4年
に一度の大舞台へ向け必死
に取り組むひたむきな姿勢。
これって、パリダカに挑む
増岡選手も同じ気持ちなん
でしょうね。感動！（小湊） 

 

　三菱自動車が国際自動車連盟(FIA)に提出していた三菱ランサーエボリューションX(車両型式:CZ4A)

のFIAグループN公認申請が、8月1日付けで認可されました(FIAグループN公認番号は｢N-5718｣)。 

　ラリーアートは、三菱車競技ユーザーの利便性向上を図るため、同社公式WEBサイトに｢グループN

インフォメーション｣コーナーを設け、三菱ランサーエボリューションVI以降のホモロゲーション情報、コ

ンペティションパーツ情報などを掲載中。ホモロゲーション情報には公認の定義や規則、公認書の入

手方法などの詳細を解説し、公認書のサンプルも掲載しています。今後は、同社が発売するグループ

N用パーツ情報や追加公認情報(VO)などを、いち早く同サイトに紹介する予定です。 


